
昨
年
に
引
き
続
き
、
第
二

回
講
師
懇
談
会
が
さ
る
一
月

二
十
日
（
金
）
と
二
十
五
日

（
水
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

大
横
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
「
竹

の
間
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

二
十
日
に
は
八
名
、
二
十

五
日
に
は
十
三
名
の
講
師
の

方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
私
共
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
初
心
に
か
え
り
、

講
師
の
皆
様
と
利
用
者
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
を
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
き
る
か
を
テ
ー
マ

と
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

利
用
者
を
代
表
し
て
、
老

人
ホ
ー
ム
の
方
か
ら

・
施
設
側
の
講
師
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て

・
施
設
職
員
と
講
師
の
意
思

の
疎
通
に
つ
い
て

・
個
人
情
報
の
守
秘
義
務

等
に
つ
い
て

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

・
施
設
は
若
い
職
員
が
多
く
、

入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
立

場
や
経
験
を
十
分
に
共
感
で

き
な
い
で
苦
労
し
て
い
る
こ

と・
職
員
中
心
で
は
、
マ
ン
ネ

リ
化
し
が
ち
な
趣
味
講
座
も

セ
ン
タ
ー
元
気
の
紹
介
講
師

に
よ
り
多
彩
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
こ
と

・
入
所
者
も
元
気
を
回
復
し
、

生
き
生
き
と
し
て
次
回
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
お
聞
き
し
、
意
を
強

く
し
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
講
師
の
体
験
発
表

で
は
、
私
共
が
分
か
ら
な
か
っ

た
苦
労
話
を
聞
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

・
認
知
症
の
受
講
生
に
教

え
る
難
し
さ

・
教
え
な
が
ら
学
ぶ
尊
さ

と
喜
び

・
施
設
職
員
と
の
意
思
疎
通

の
は
か
り
か
た

等
な
ど
、
参
考
に
な
り
ま
し

た
。懇

談
で
は
、
各
講
師
の
方

の
経
験
や
活
動
実
績
を
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

経
験
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
と
長
期
入
所
者
と
の

違
い

・
入
所
者
の
心
の
問
題
の
ケ

ア
と
し
て
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
必
要
性

・
講
師
自
身
が
脳
梗
塞
を
乗

り
越
え
、
豆
と
接
着
剤
で
作

る
ブ
ロ
ー
チ
の
紹
介
と
施
設

で
の
講
習
経
験

・
自
分
の
趣
味
を
施
設
入
所

者
と
共
有
で
き
る
楽
し
み

・
介
護
予
防
と
高
齢
者
の
生

き
が
い
つ
く
り

・
八
王
子
の
伝
統
工
芸
と
し

て
の
糸
つ
む
ぎ

等
な
ど
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
経
験
の
豊
か
さ
に
心
を
洗

わ
れ
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
、
二
時
間
余
の
時

間
で
し
た
が
、
充
実
し
た
時

間
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

八
王
子
市
高
齢
者
支
援
課

か
ら
も
支
援
と
激
励
を
い
た

だ
き
、
セ
ン
タ
ー
元
気
の
存

在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

講
師
の
方
々
の
活
動
の
場

を
更
に
広
げ
る
た
め
、
施
設

に
限
ら
ず
老
人
会
、
地
域
の

各
種
団
体
等
へ
の
利
用
者
開

拓
の
必
要
性
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

（
Ｓ
・
Ｈ
）

（
当
日
お
よ
び
事
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
二
ペ
ー
ジ
に
、

出
席
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
）

（１）第８号 げ ん き 平成１８年２月

八王子市高齢者活動

コーディネートセンター

（センター元気）

八王子市大横町１１－３５

電話＆ＦＡＸ

０４２６－２７－９１７９

運営日 月･水･金曜日

午前１０時～午後４時

教
え
な
が
ら
学
ぶ
尊
さ
と
喜
び

第
二
回
講
師
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

２ ５ 日 の 懇 談 風 景



①
回
収
状
況

発
送

109
通

回
収
60
通

回
収
率

54
％

②
出
欠
状
況

出
席

29
名
、

欠
席

11
名
、
登
録
辞
退

16
名

③
出
席
経
験

初
め
て

15
名
、
二
回
目

14
名

④
現
在
の
活
動
回
数

月
１
回
〜
月
４
回
（
週
１

回
）
19
名
、
月
５
回
〜
月

８
回

３
名
、
月
９
回
〜

月
12
回
（
週
３
回
）
４
名

⑤
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
の
利

用
回
数

な
し

30
名
、

１
〜
３
回

12
名
、
４
回

以
上

２
名

⑥
要
望
事
項

・
講
師
と
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」

と
の
関
係
の
方
向
付
け

・
複
数
種
目
、
複
数
講
師
の

組
合
せ
紹
介

・
講
師
と
の
情
報
交
換

・
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
増
や
す

①

回
収
状
況

依
頼
数

35
ヶ
所

回
答

数

22
ヶ
所

回
収
率

63
％

②

セ
ン
タ
ー｢

元
気｣

に
関
す

る
情
報
入
手
先

市
等
の
関
係
機
関

41
％
、

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

27
％
、

メ
デ
ィ
ア
・
第
３
者
等

31
％

③

実
施
種
目
と
そ
の
回
数

月
20
回
以
上
ー
相
談
・
傾

聴
、
文
化
・
学
習
、

月
１
０
回
以
上
ー
手
芸
・

工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

月
９
回
以
下
ー
音
楽
・
踊

り
、
趣
味
・
娯
楽
、
書
道
・

華
道
、
誕
生
日
会
・
季
節

の
祭
り

④

実
施
の
主
体

施
設
の
ス
タ
ッ
フ

61
％
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

32
％
、

そ
の
他

７
％

⑤

セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
の
利

用
動
機

新
種
目

39
％
、
継
続
種

目

29
％
、
ス
ポ
ッ
ト
種

目
23
％
、
そ
の
他
10
％

⑥

セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
を
利

用
し
た
感
想

良
か
っ
た

87
％
、
普
通

10
％
、
悪
か
っ
た

３
％

⑦

事
務
手
続
き

適
切

100
％

⑧

講
師
紹
介

見
つ
か
っ
た

86
％
、
見
つ
か
ら
な
か
っ

た

14
％

⑨

今
後
の
利
用

継
続
的
に
利
用

59
％
、

ス
ポ
ッ
ト
的
に
利
用

32

％
、
わ
か
ら
な
い

９
％

⑩

ご
意
見

利
用
者
と
の
良
好
な
関
係
、

マ
ン
ネ
リ
の
回
避
、
外
部

地
域
と
の
つ
な
が
り
等
、

多
く
の
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
講
師
の
準

備
不
足
・
や
る
気
不
足
と

の
ご
指
摘
、
交
通
費
等
の

支
払
の
困
難
さ
、
活
動
分

野
紹
介
の
要
望
、
今
後
の

活
動
へ
の
期
待
等
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

①

回
収
状
況

出
席
者
数

47
名
、
回
収

数

30
名
、
回
収
率
64
％

②

講
師
懇
談
会
の
評
価

非
常
に
良
か
っ
た

43
％
、

良
か
っ
た

53
％
、
良
く

な
か
っ
た

４
％

③

良
か
っ
た
点

・

講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
現
状
が
理
解
で
き
、
参

考
に
な
っ
た
。

・

利
用
者
側
が
出
席
し
た
の

が
良
か
っ
た
。

・

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・

司
会
進
行
が
良
か
っ
た
。

④

良
く
な
か
っ
た
点

・

時
間
が
短
か
っ
た
。

・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
話

を
聞
く
機
会
が
ほ
し
い
。

・

会
議
の
流
れ
を
事
前
に
知

り
た
か
っ
た
。

⑤

今
後
の
必
要
性

必
要

１
０
０
％

⑥

開
催
回
数

年
１
回

47
％
、
年
２
回

40
％
、
年
３
回

10
％

⑦

今
後
の
開
催
内
容
（
複
数

回
答
）

講
師
の
日
常
活
動
発
表
の

場

53
％
、
今
回
と
同
じ

47
％
、
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
日

常
活
動
発
表
の
場

20
％

⑧

そ
の
他
の
意
見
・
要
望

・
施
設
側
の
要
望
を
聞
き
、

改
善
を
し
て
い
き
た
い
。

・
講
師
か
ら
セ
ン
タ
ー
「
元

気｣

や
利
用
者
へ
の
要
望
を

出
し
て
ほ
し
い
。

・
講
師
を
地
域
で
活
用
す
る

等
、
営
業
開
拓
の
必
要
性

・

講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

共
通
の
研
修

・

セ
ン
タ
ー｢

元
気｣

の
年
間

取
り
組
み
を
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

平成１８年２月 げ ん き 第８号 （２）

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

今
回
の
講
師
懇
談
会
で
は
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
講
師
の
皆

様
や
利
用
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞
く
た
め
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
合
わ
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
講
師
へ
の

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

二
、
利
用
者
へ
の

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

三
、
出
席
者
へ
の

当
日
ア
ン
ケ
ー
ト



平
成
十
七
年
二
月
六
日
に

セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
主
催
で

行
わ
れ
た
「
輪
を
広
げ
る
男

の
料
理
教
室
」
は
好
評
で
、

参
加
者
全
員
か
ら
今
後
も
継

続
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
と

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
講
師
と
地
域
の

世
話
役
が
中
心
と
な
り
「
七

月
二
日
を
第
二
回
目
と
し
毎

月
一
回
、
十
一
月
迄
（
第
六

回
目
）
の
計
五
回
開
催
す
る
」

と
い
う
計
画
で
継
続
の
教
室

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

目
的
は
「
男
性
の
自
立
と

仲
間
作
り
」
、
将
来
は｢

趣
味

の
会
や
会
食
会
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
等
へ
育
て
ら
れ
た
ら｣

と
い
う
期
待
を
も
っ
て
。

推
進
す
る
の
は
、
講
師
の

橋
本
さ
ん
と
講
師
補
助
者
二

名
、
テ
ー
ブ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

四
名
と
計
七
名
の
女
性
に
加

え
て
世
話
役
四
名
（
男
二
人
、

女
二
人
）
で
す
。

参
加
者
は
男
性
十
六
名

（
一
テ
ー
ブ
ル
四
名
）
、
会

費
は
一
人
八
百
円
で
す
。

毎
月
一
回
講
師
と
世
話
役

と
の
打
合
せ
会
を
開
き
、
前

回
の
反
省
と
次
回
メ
ニ
ュ
ー

の
策
定
、
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

又
、
献
立
は
参
加
者
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、

「
男
性
が
気
楽
に
で
き
る
家

庭
料
理｣

を
中
心
と
し
て
い
ま

す
。会

を
重
ね
る
た
び
に
参
加

者
の
仲
間
意
識
が
高
ま
り
、

各
テ
ー
ブ
ル
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
抜
群
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
適
切
な
指
示
の
も
と
包
丁

捌
き
に
も
慣
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
手
際
よ
く
料
理
作

り
が
進
行
し
ま
す
。

最
も
楽
し
み
な
の
は
、
お

食
事
タ
イ
ム
。
講
師
の
橋
本

さ
ん
の
味
付
け
が
抜
群
な
こ

と
も
あ
り
普
段
は
口
う
る
さ

い
参
加
者
も
大
満
足
、
楽
し

い
会
話
が
料
理
の
味
を
一
層

引
き
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
は
ぎ
等
の
献
立

の
時
は
、
多
め
に
作
り
家
に

持
ち
帰
る
等
家
庭
サ
ー
ビ
ス

に
も
気
を
配
っ
て
お
り
奥
様

方
に
も
好
評
で
す
。

既
に
昨
年
十
一
月
を
も
っ

て
、
当
初
予
定
の
第
六
回
ま

で
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
レ
シ
ピ

が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
料
理
が

作
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
自
信

と
「
皿
洗
い
等
の
後
片
付
け

が
苦
で
は
な
く
な
っ
た
」
と

言
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

十
一
月
の
料
理
教
室
終
了

後
、
参
加
者
の
希
望
も
あ
り

場
所
を
近
く
の
ス
ナ
ッ
ク
に

移
し
、
懇
親
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
参
加
者
全

員
が
得
意
の
喉
を
披
露
、
女

性
の
コ
ー
ラ
ス
も
爽
や
か
、

最
後
は
全
員
肩
を
組
ん
で
の

大
合
唱
と
な
り
仲
間
意
識
も

大
い
に
高
ま
っ
た
次
第
で
す
。

尚
、
最
終
回
終
了
後
参
加

者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
更
な
る
継

続
実
施
を
希
望
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
本
年
四
月
を

第
七
回
目
と
し
二
ヵ
月
に
一

度
、
十
二
月
ま
で
（
第
十
一

回
）
の
計
五
回
実
施
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

献
立
は
「
そ
ば
打
ち
体
験
」

を
は
じ
め
、
「
丼
物
」
等
男

性
が
簡
単
に
作
れ
る
も
の
か

ら
「
酒
の
つ
ま
み
」
等
の
作
っ

て
楽
し
く
な
る
よ
う
な
も
の

ま
で
揃
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｔ
）

〔
第
五
回

自
主
開
催
〕

①
実
施
日
時

平
成
17
年
12
月
11
日
（
日
）

13
時
〜
16
時

②
参
加
人
数

十
九
名

③
講
師

千
野

薫
さ
ん

④
献
立

・
さ
ん
ま
の
ポ
ー
ポ
ー
焼
き

・
焼
き
豆
腐
と
鶏
肉
の

す
っ
ぽ
ん
煮

・
え
の
き
だ
け
の

わ
さ
び
酢
和
え

・
ご
ま
酢
だ
れ

⑤
内
容

今
回
は
初
め
て
、
男
性
の

講
師
を
迎
え
て
の
料
理
教

室
を
実
施
。
男
が
作
り
や

す
い
献
立
で
あ
っ
た
の
で
、

参
加
者
に
好
評
。
参
加
者

に
は
、
地
域
の
ス
エ
ー
デ

ン
の
留
学
生
も
加
わ
り
、

国
際
色
豊
か
な
料
理
教
室

と
な
っ
た
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）

（３） 第８号 げ ん き 平成１８年２月

男
の
料
理
教
室
、
地
域
で
展
開

横
山
南
市
民
セ
ン
タ
ー

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー



〔
赤
木
美
代
子
さ
ん
〕

朗
読
（
花
み
ず
き
）
。
施
設

で
は
恋
愛
物
等
も
盛
り
込
み

聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。

〔
石
谷
典
夫
さ
ん
〕

大
工
仕
事
の
指
導
・
日
本
舞

踊
・
朗
読
。
機
械
工
学
専
攻
、

家
庭
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
は

少
な
く
、
書
道
指
導
等
へ
の

転
換
を
考
慮
中
。

〔
伊
藤
憲
彦
さ
ん
〕

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
傾
聴
・

悩
み
相
談
・
話
し
相
手
。

傾
聴
活
動
が
浸
透
し
て
き
て

い
る
、
要
望
が
あ
れ
ば
講
習

も
す
る
。

〔
大
木
紀
美
子
さ
ん
〕

折
り
紙
。
施
設
で
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
経
験
で
元
気
を
貰
っ

て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か

し
講
師
登
録
を
し
た
。

〔
荻
原
時
次
郎
さ
ん
〕

裂
き
織
り
機
の
指
導
・
折
り

紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク
の
紙
漉
き
。

継
続
し
て
一
緒
に
や
っ
て
い

る
と
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。

〔
鹿
又
ワ
カ
さ
ん
〕

折
り
紙
・
シ
ニ
ア
の
生
活
設

計
相
談
・
自
分
史
作
り
の
お

手
伝
い
・
傾
聴
。

施
設
の
若
い
職
員
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
な
り

や
す
く
、
高
齢
者
と
同
じ
目

線
で
話
を
で
き
る
人
が
望
ま

れ
て
い
る
。

〔
熊
谷
昭
吉
さ
ん
〕

竹
細
工
・
ブ
ロ
ー
チ
作
り
・

木
工
。
脳
梗
塞
に
も
め
げ
ず

見
事
な
竹
と
ん
ぼ
、
豆
で
作
っ

た
ブ
ロ
ー
チ
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

〔
後
藤
良
雄
さ
ん
〕

腹
話
術
、
声
帯
模
写
。
九
州
・

東
京
で
八
年
ず
つ
、
八
王
子

で
四
ヶ
月
、
年
三
十
回
以
上

出
演
の
、
役
に
立
っ
て
い
る

八
十
歳
で
す
。

〔
小
林
安
雄
〕

囲
碁
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
。

施
設
で
は
碁
を
打
つ
人
は
思
っ

た
よ
り
少
な
い
が
、
楽
し
み

な
が
ら
や
っ
て
い
る
。
。

〔
坂
本
貞
夫
さ
ん
〕

糸
紡
ぎ
・
機
織
り
。

平
成
八
年
糸
つ
む
ぎ
か
ら
始

め
、
旧
浅
川
支
所
に
織
機
六

台
を
置
き
、
小
学
生
に
も
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

〔
坂
本
正
人
さ
ん
〕

書
道
。
書
道
五
十
年
、
柔
道

六
十
年
、
子
供
に
教
え
る
よ

う
な
積
り
で
や
っ
て
い
る
が
、

い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。

〔
佐
久
間
妙
子
さ
ん
〕

新
舞
踊
。
基
本
が
大
切
な
の

で
、
共
に
楽
し
み
な
が
ら
根

気
良
く
繰
り
返
し
教
え
て
い

る
。

〔
鈴
木
明
美
さ
ん
〕

特
養
ホ
ー
ム
職
員
。
利
用
者

は
人
に
飢
え
て
い
る
、
地
域

の
人
が
来
て
く
れ
る
と
有
り

難
い
。

〔
高
部
峯
子
さ
ん
〕

朗
読
（
花
み
ず
き
）
。
朗
読

を
聴
い
て
く
れ
る
お
年
寄
り

が
い
い
顔
を
し
て
く
れ
る
と

良
か
っ
た
と
思
う
。

〔
武
田
八
千
代
さ
ん
〕

生
け
花
（
古
流
）
。
横
浜
そ

ご
う
で
生
け
て
い
る
が
、
八

王
子
で
も
や
り
た
い
と
思
い

登
録
し
た
。

〔
田
名
網
英
治
さ
ん
〕

社
交
ダ
ン
ス
。
高
齢
者
が
対

象
な
の
で
、
交
互
に
脚
が
出

な
い
人
も
い
る
が
、
気
長
に

や
る
こ
と
が
大
切
。

〔
橋
口
治
夫
さ
ん
〕

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
、

園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

週
１
回
、
午
前
午
後
１
時
間

ず
つ
。

〔
宮
崎
元
子
さ
ん
〕

コ
ー
ラ
ス
、
童
謡
、
唱
歌
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。

十
年
前
、
独
り
で
、
週
一
回

の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
か
ら

始
め
た
。

〔
守
屋
忠
勝
さ
ん
〕

カ
ラ
オ
ケ
健
康
教
室
。

老
人
会
や
施
設
の
方
と
共
に

楽
し
ん
で
い
る
。
教
え
甲
斐

が
あ
り
、
楽
し
い
。

〔
紋
谷
智
子
さ
ん
〕

料
理
。

子
供
向
け
の
お
茶
の
会
等
も

や
っ
て
お
り
、
喜
ば
れ
た
り
、

元
気
を
貰
っ
た
り
し
て
、
今

後
も
続
け
た
い
。

〔
吉
田
年
明
さ
ん
〕

マ
ジ
ッ
ク
、
大
道
芸
、
踊
り

一
般
。

慰
問
友
の
会
と
し
て
、
平
成

十
八
年
か
ら
、
十
五
人
で
始

め
た
。

〔
渡
辺
重
男
さ
ん
〕

道
徳
教
育
。

高
齢
者
は
、
労
わ
ら
れ
る
こ

と
よ
り
も
敬
わ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
四
書
五
経
の
道

を
説
く
。

◎
歳
を
と
る
と
、
記
憶
力
や
体

力
が
衰
え
、
物
忘
れ
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
見
性

や
判
断
力
は
若
い
と
き
以
上
に

備
わ
っ
て
き
て
い
る
筈
で
す
。

老
い
の
知
性
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
思
い
、
夢
を
、
自

分
自
身
や
ま
わ
り
か
ら
発
見
し
、

そ
の
思
い
を
実
現
す
る
。
な
い

も
の
ね
だ
り
で
な
く
、
あ
る
も

の
探
し
の
時
代
で
す
。（

Ｈ
・
Ｏ
）

◎
こ
の
度
、
編
集
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
に
発
行
さ
れ
た
一
〜
七
号
を

見
直
し
て
み
ま
し
た
。
ふ
と
、

手
に
と
っ
て
読
ん
で
み
た
く
な

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
広
報
誌
が

理
想
で
す
。
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー

｢

元
気｣

の
活
動
が
発
展
し
て
い

く
中
で
、
こ
の
広
報
誌
も
さ
ら

に
充
実
し
て
い
く
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｙ
）

◎
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
り
ま
し

た
。
メ
ダ
ル
の
数
は
と
も
か
く
、

選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
称
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

ス
タ
ッ
フ
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

平成１８年２月 げ ん き 第８号 （４）

出
席
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

〔
氏
名
〕
登
録
内
容
。
紹
介

編

集

後

記


